
第
八
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
開
催
準
備

一
中
原
泉
日
本
歯
科
大
新
潟
歯
学
部
長
を
名
誉
会
長
に
推
挙
、
会
長
蒲
原

宏
、
副
会
長
本
間
邦
則
、
準
備
委
員
藤
井
正
宣
、
会
田
恵
、
金
野
克
、

星
栄
一
、
泉
田
亮
助
に
よ
り
、
事
務
局
を
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部

内
に
置
く
。

二
数
次
会
合
に
よ
り
五
月
二
十
八
、
二
十
九
日
に
日
本
歯
科
大
学
講
堂
に

て
開
催
決
定
。

三
『
新
潟
医
歯
薬
史
蹟
散
歩
』
の
編
集
、
発
刊
を
企
画
、
昭
和
六
十
三
年

五
月
出
版
予
定
。
新
潟
・
西
村
書
店
。

四
学
術
集
会
は
学
会
準
備
の
た
め
な
し
。

五
支
部
会
員
の
増
加
募
集
を
行
う
。

六
フ
ラ
ン
ス
人
お
雇
い
医
師
ビ
ダ
ー
ル
の
顕
彰
碑
を
フ
ラ
ン
ス
の
生
地
マ

ゼ
ー
ル
に
建
立
予
定
に
つ
き
準
備
開
始
。

七
新
潟
大
学
医
学
部
七
五
年
史
編
纂
参
画
。

（
蒲
原
宏
）

一
支
部
報
告
一

研
究
発
表
前
に
、
次
の
よ
う
な
事
務
報
告
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
六
十
二
年
九
月
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
佐
藤
美
實
先
生
に
対
し
て
、

廣
島
支
部
報
告

新
潟
支
部
報
告

研
究
発
表
会
（
廣
島
支
部
長
西
本
幸
男
）

一
郷
土
医
療
史
の
中
の
東
北
の
医
人
江
川
義
雄

二
『
回
生
録
』
よ
り

ｌ
種
痘
を
中
心
と
し
て
Ｉ
末
田
尚

三
幕
末
維
新
の
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
受
容

Ｉ
岡
山
の
ロ
ィ
ト
ル
を
糸
口
と
し
て
Ｉ
石
田
純
郎

四
四
川
の
文
物
を
見
て
小
川
新

二
月
十
四
日
、
午
後
二
時
よ
り
広
島
医
師
会
館
で
開
催
、
山
口
の
田
中
助

一
先
生
は
先
約
の
為
欠
席
さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
支
部
長
は
西
本
氏
の
後
任
と
し
て
原
田
康
夫
氏
が
選
出
さ
れ

た
。

（
江
川
義
雄
）

当
支
部
・
富
士
川
瀞
顕
影
会
・
広
島
県
医
師
会
か
ら
江
川
義
雄
が
代
表
し
て

上
京
し
、
十
九
日
の
葬
儀
に
参
列
し
弔
辞
を
捧
げ
た
。
そ
の
報
告
は
広
島
県

医
師
会
速
報
第
一
二
六
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

例
年
、
発
表
会
の
前
に
、
広
大
医
学
部
資
料
館
運
営
委
員
会
開
催
が
通
例

と
な
っ
て
い
て
、
本
年
は
二
月
十
四
日
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
。
年
間
見
学

者
七
九
○
名
で
あ
り
寄
贈
物
品
は
松
坂
・
長
野
両
氏
よ
り
二
件
で
あ
っ
た
。
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と
き
第
一
日
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
三
○
分

第
二
日
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
八
日
（
日
）
午
前
九
時
三
○
分

と
こ
ろ
第
一
日
阪
大
医
学
部
構
内
、
中
之
島
図
書
分
館
五
階

第
二
日
阪
大
医
学
部
二
階
会
議
室

会
場
費
五
○
○
円

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
日

一
要
望
課
題
戦
後
の
医
学
・
医
療
（
一
九
六
○
年
以
降
）

１
総
論
…
…
：
…
・
…
…
・
・
：
…
…
：
中
川
米
造
（
阪
大
・
医
）

２
戦
後
日
本
の
労
働
衛
生
史

序
説
…
…
：
…
：
：
…
永
野
洋
家
儒
蝋
堕

３
日
本
医
療
労
働
運
動
に
お
け
る

一
九
六
○
年
以
降
の

要
求
論
の
深
化
：
：
：
：
…
…
：
日
野
秀
逸
露
立
鐙
唾

４
戦
後
沖
縄
の
医
療
（
二
）

‐
’
九
六
○
年
以
降
！
…
照
屋
寛
善
霧
雑
躁
迄

５
社
会
福
祉
分
野
か
ら
染
た

戦
後
の
医
療
：
…
・
…
：
…
・
…
：
．
沖
津
邦
弘
（
帝
塚
山
病
院
）

６
－
養
護
教
諭
の
歩
み
：
…
：
…
．
：
三
原
和
子
（
守
口
東
高
校
）

鯵
犀
藍
融
巽
鶏
詮
釉
二
罪
堯
一
合
同
総
会

二
医
学
史
研
究
会
総
会

三
医
学
史
研
究
会
懇
親
会
（
第
六
講
座
）

第
二
日

一
一
般
演
題

１
医
と
法
の
支
配
：
…
…
・
…
…
．
．
…
栗
本
宗
治
（
西
宮
市
）

２
大
阪
（
大
学
）
病
院
薬
局
の

医
学
教
育
へ
の
協
力
・
医
学
部
の

薬
学
教
育
へ
の
協
力
：
．
…
…
：
・
中
室
嘉
祐
〈
》
識
融
》
》
霊
鐸
騨
一

３
汲
泉
社
と
同
人
達
…
…
…
…
…
…
寺
畑
喜
朔
（
金
沢
医
大
）

４
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
に
於
け
る

医
師
像
：
：
．
…
：
：
．
．
…
…
…
・
…
松
田
方
二
毒
畦
畢
桐
蹄
一

５
百
舌
烏
三
陵
と
歯
…
…
：
…
。
：
：
：
杉
本
茂
春
（
大
阪
市
）

６
古
代
日
本
に
お
け
る
医
療
と
仏
教

ｌ
僧
医
・
看
病
僧
を

中
心
に
ｌ
…
・
・
…
・
・
：
：
。
…
…
…
山
本
徳
子
（
横
浜
市
大
）

７
曲
直
瀬
道
三
生
誕
四
八
○
年
祭
に

出
席
し
て
・
・
…
…
…
…
：
：
：
…
杉
立
義
一
（
京
都
市
）

８
『
種
痘
辨
」
の
著
者

谷
景
命
に
つ
い
て
…
：
。
：
…
…
・
浅
井
允
晶
霊
熱
罫
ハ
琴

９
橋
本
宗
吉
の

「
天
の
火
を
と
る
松
」
…
…
：
・
・
：
藤
野
恒
三
郎
（
箕
面
市
）

、
結
膜
異
物
・
角
膜
異
物
除
去
術
の
歴
史

（
民
間
療
法
を
含
め
て
）
：
：
：
…
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）

、
シ
ー
ポ
ル
ト
次
男
の
日
本
人
妻
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二
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
総
会

（
一
）
両
会
と
も
に
会
員
で
あ
る
か
た
は
む
ろ
ん
、
い
ず
れ
か
一
方
の
会
員

で
あ
る
か
た
も
、
い
ず
れ
に
も
ご
出
席
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。
懇

親
会
も
会
員
で
な
い
か
た
も
含
め
て
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

（
一
一
）
年
次
会
費
未
払
い
の
か
た
は
当
日
お
支
払
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
た
だ
し
、
医
史
学
会
の
受
付
は
二
日
目
の
承
で
す
の
で
ご
了
承

細
原
ハ
ナ
（
予
報
）
…
：
・
・
・
…
：
：
宗
田
一
（
京
都
市
）

理
明
治
三
年
大
坂
医
学
校
記
念
写
真
（
大
坂

本
町
橋
西
詰
中
邨
雅
朝
写
）
：
．
岩
治
勇
一
（
大
野
市
）

⑬
大
阪
慈
恵
病
院

医
学
校
に
つ
い
て
．
：
…
…
．
：
…
中
山
沃
（
岡
山
大
学
）

皿
陸
軍
の
軍
医
養
成
と

初
期
の
陸
軍
軍
医
：
…
…
・
…
…
佐
久
間
温
巳
（
西
尾
市
民
病
院
）

妬
講
座
制
の
歴
史
と
そ
の
功
罪

ｌ
薬
学
（
有
機
化
学
）
の
研
究
を

中
心
と
し
て
！
…
…
：
：
：
：
…
安
江
政
一
〈
銅
一
歩
Ｌ
巾
夫
一

妬
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ア
テ
ネ
ア

］
・
言
．
の
巨
冒
昌
侭
教
授
と
三
人
の
弟
子

．
国
乏
．
己
夛
国
畠
嗣
○
．
国
匡
閑
①
及
び

』
詞
国
鶯
日
四
口
…
・
…
：
：
。
…
…
石
田
純
郎
（
三
菱
水
島
病
院
）

Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス
（
ラ
イ
デ
ン
大
学
）

Ａ
・
ビ
ー
ル
マ
ン
｛
番
ツ
テ
ル
ダ
ム
一

ｍ
Ｊ
・
グ
ラ
ン
ト
と
Ｊ
・
Ｐ
・
ジ
ュ
ー
ス
ミ
ル
ヒ
の

比
較
研
究
三
…
…
…
：
…
・
…
飯
淵
康
雄
（
琉
球
大
・
医
）

連
絡
先

医
学
史
研
究
会
〒
三
つ
大
阪
市
北
区
中
之
島
四
’
三
ｉ
五
七

大
阪
大
学
医
学
部
中
川
研
究
室
内

○
六
’
四
四
三
１
五
五
三
一
（
代
）

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
〒
亮
一
堺
市
新
金
岡
三
ｉ
一
’
一
二
’
三
○
八

長
門
谷
洋
治
内

○
七
一
三
’
五
一
’
七
二
六
一

（
長
門
谷
洋
治
）

下
さ
い
。

全
）
配
布
資
料
は
四
○
部
前
後
準
備
し
て
下
さ
い
。
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i
昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
五
日
当
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
七
九
回
日
本

医
史
学
会
総
会
、
学
術
集
会
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
本
会
で
あ
り
ま

す
。
会
則
、
事
業
な
ど
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
本
会
は
宮
崎
県
医
史
懇
話
会
と
称
し
、
事
務
所
を
宮
崎
市
和
知
川
原
一

丁
目
一
○
一
番
地
宮
崎
県
医
師
会
館
内
（
電
話
○
九
八
五
’
二
二
’
五
一

第
一
日
曜
に
県
内
の
医
史
跡
を
一

人
ば
か
り
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。

五
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。
会
長
一
人
、
副
会
長
一
人
、
幹
事
若
干

会
員
八
○
余
人
を
擁
し
、
こ
の
中
に
宮
崎
医
科
大
学
教
授
も
四
人
ほ
ど
、

ま
た
、
部
外
で
は
韓
国
人
一
人
が
加
わ
り
、
次
第
に
量
、
質
共
に
充
実
し
つ

四
本
会
の
会
員
は
宮
崎
県
の
医
史
に
関
心
を
も
つ
個
人
ま
た
は
機
関
と
す

二
本
会
は
宮
崎
県
の
医
史
を
調
査
研
究
し
、
そ
の
知
識
の
普
及
を
図
り
、

医
学
史
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

三
本
会
は
春
秋
二
回
の
研
究
発
表
、
調
査
お
よ
び
視
察
旅
行
な
ど
の
事
業

つ
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
医
史
懇
話
会

現
在
は
春
の
総
会
で
予
、
決
算
審
議
と
研
究
発
表
を
行
い
、
秋
は
十
二
月

一
日
曜
に
県
内
の
医
史
跡
を
訪
ね
て
い
ま
す
。
す
で
に
七
回
、
毎
回
三
○

を
行
う
。

る
｡

丁
目
一
○
一
番
咄

一
八
）
に
お
く
。

名
、
監
事
一
人
。
顧
門
を
お
く
こ
と
が
出
来
る
。

現
在
会
長
は
田
代
逸
郎
、
副
会
長
小
池
初
雄
、
顧
門
に
本
県
郷
土
史
連
絡

協
議
会
会
長
野
口
逸
三
郎
他
を
承
る
。

六
、
七
が
あ
り
ま
す
が
省
略
い
た
し
ま
す
。

会
費
は
、
医
師
会
会
員
が
年
額
二
、
○
○
○
円
、
部
外
か
ら
の
会
員
は
、

一
、
○
○
○
円
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

史
跡
探
訪
が
好
評
で
一
度
顔
を
出
し
た
人
は
病
み
つ
き
に
な
っ
た
り
、
こ

ん
な
地
道
な
素
晴
し
い
活
動
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
恥
か
し
い
と
か
…
。

皆
様
の
ご
教
導
を
賜
わ
り
、
い
つ
ま
で
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

（
田
代
逸
郎
）
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